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１ 会務 

 

（１）総会の開催 

ア 第８１回定時総会 

（ア）開催期日  令和６年６月２７日（木） 

（イ）開催場所  群馬県ＪＡビル１０階 第１会議室 

（ウ）議事と決議事項 

第１号議案 令和５年度貸借対照表及び正味財産増減計算書承認の件 

第２号議案 令和６年度役員報酬の件 

第３号議案 令和６年度会費並びに納入時期の件 

第４号議案 任期満了に伴う理事及び監事の選任の件 

付帯決議 

 

（２）会議の開催 

ア 理事会 

開催期日 開催場所 決議事項 

R06.06.13 

第 56 回 

群馬県ＪＡビル 

役員会議室 

第１号議案 

令和５年度事業報告及び計算書類等の承認について 

第２号議案 

第８１回定時総会の招集について 

第３号議案 

第８１回定時総会に附議すべき事項について 

第４号議案 

理事の自己取引の承認について 

第５号議案 

任期満了に伴う理事及び監事候補者の選任について 

R06.06.27 

第 57 回 

群馬県 JA ビル 

第 6 会議室 

第１号議案 

役付理事の選任について 

R06.11.12 

第 58 回 

群馬県 JA ビル 

役員会議室 

第１号議案 

令和６年度変更事業計画及び収支補正予算の承認について 

R06.03.10 

第 59 回 

群馬県 JA ビル 

役員会議室 

第１号議案 

令和７年度事業計画及び収支予算案の承認について 

第２号議案 

諸規程の一部改正等について 

第３号議案 

肉用子牛生産者補給金業務規程の一部改正について 

 

イ 監査会 

開催期日 開催場所 内容 

R06.05.29 

 

群馬県ＪＡビル 

第１会議室 

１ 令和５年度事業報告について 

２ 令和５年度計算書類について 
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ウ 職務執行状況等の報告 

期日 報告場所 内容 

R06.06.13 群馬県ＪＡビル 

役員会議室 

１ 事業の実施状況 

２ 事業及び経理上生じた重要事項 

３ 行政庁に対する届出のうち重要なもの 

(１)令和６年度事業計画及び収支予算書の行政庁への提出 

R06.11.12 群馬県ＪＡビル 

役員会議室 

１ 事業活動の状況 

２ 実施事業の執行状況 

３ 行政庁に対する届出のうち重要なもの 

(１)令和５年度決算に係る定期提出書類 

(２)代表理事、理事、監事の氏名若しくは名称の変更 

R07.03.10 群馬県ＪＡビル 

役員会議室 

１ 事業活動の状況 

２ 実施事業の執行状況 

３ 行政庁に対する届出のうち重要なもの 

 

 

２ 組織 

 

（１）会員 

種別 
令和６年度 

当初 
増加数 減少数 

令和６年度 

年度末 

正会員 ５０  ５ ４５ 

特別会員 ２９   ２９ 

賛助会員 ５   ５ 

計 ８４   ７９ 

 

（２）役職員数（令和６年度末） 

役員 職員 

理事 
監事 計 職員 派遣職員 

嘱託職員 
計 

非常勤 常勤 

１４ １ ３ １８ １３ １０ ２３ 
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（３）事業・事務局組織体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和７年２月より総括職を 1 名配置 
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３ 実施事業の実績 

 

（１）概要 

令和６年度においては、公益目的事業７５事業、収益等事業１４事業の合計

８９事業を実施しました。 

賃金上昇が電気やガス、日用品等の物価高騰に追いつかず、実質的な国民の

生活水準は低下傾向となりました。食肉については、和牛肉の輸出が好調であ

った一方、国内消費は牛肉から値ごろ感の強い豚肉や鶏肉にシフトし、特に和

牛肉の消費が冷え込んだ年となりました。 

また、国際的な穀物需要の高まりやロシアによるウクライナ侵攻の長期化、

為替変動などを背景に、依然として配合飼料価格等は最高水準で高止まりして

おり、物価上昇に伴う生産コストの転嫁が困難な状況から、畜産経営は厳しい

局面が続きました。 

 

家畜衛生においては、全国で高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）が５１例、

豚熱（CSF）が７例発生し、本会では群馬県や関係機関、民間獣医師と連携し

て農場飼養衛生管理強化に向けた側面的支援を行ってきましたが、令和７年１

月に１例、２月に１例の計２例の豚熱（CSF）が発生しました。より一層の防

疫対策の強化と畜産生産者の家畜衛生に対する意識向上を図る必要性を再認識

した年となりました。 

本会は、畜産専門機関としての役割を果たすため、職員一丸となって全力で

業務に取り組み、今年度も概ね計画どおり事業を実施しました。 

 

公益目的事業のうち、 

畜産経営の安定を図る事業（９事業）においては、前年度に引き続き、牛肉

価格の低迷や為替相場の円安、配合飼料価格等の高騰などにより生産コストが

上昇し続けており、「肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキン）」では、肉

専用種と乳用種で１１か月、交雑種で５か月発動し、昨年度と同程度の１３億

３，２０６万円の交付金を交付しました。 

「肉用子牛生産者補給金制度」では、和子牛の第４四半期（令和７年１～３

月期）の価格は持ち直したものの、第１四半期から第３四半期（令和６年４～

１２月期）で発動し、本制度で登録され販売または自家保留された子牛に対し

て補給金１億１,３９６万円を交付しました。 

また、飼養管理等の向上に取り組む和子牛生産者を緊急に支援する「優良和

子牛生産推進緊急支援事業」では、発動基準価格を下回った肉用子牛生産者補

給金制度の登録・販売牛１，７６５頭に対して、５,２９５万円の奨励金を交

付したほか、肉豚経営安定交付金制度（豚マルキン）の円滑な事務の実施を図

り、本県の畜産経営のセーフティネットとしての役割を果たしました。 
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畜産経営の向上を図る事業（２７事業）では、畜産経営の高度化に必要な情

報提供、個人経営から企業的経営等の多様なニーズに対応した経営指導や、畜

産特別資金利用者等の経営改善指導等を継続的に行ったほか、安全で安心な国

産畜産物の生産、畜産農家が求める経営・技術に有用な情報の提供、畜産クラ

スター事業の機械導入事業の県窓口としてクラスター計画に基づく導入申請等

へのサポートやアドバイス、優良な経営管理技術を有する経営体の経営成果等

の調査、畜産物の輸出に対する初期対応を行う相談窓口の設置、畜産物輸出に

対する理解醸成を図る活動、畜産経営における人材確保と労働力の負担軽減、

酪農および肉用牛経営の飼養管理技術の高度化並びに省力化を図る畜産 ICT 機

械等の活用支援、畜産経営に参画する女性を対象とした研修会の開催、第三者

経営継承に対する支援、酪農ヘルパー組織の維持や統合支援、酪農ヘルパー要

員確保活動、傷病発生時等の酪農ヘルパー利用の相互扶助を図る互助会の運

営、堆肥や副資材の活用推進や、産業動物獣医師として県内に勤務を希望する

獣医学生に対する修学資金の給付など、畜産経営の向上に係る幅広い支援を実

施しました。 

このほか、新たに中央畜産会から畜産クラスター事業の全国推進事業の一部

を受託し、施設整備・機械導入が完了した経営（取組主体）の省力化機械等の

導入前後の経営内容について導入効果等の調査を実施しました。 

 

家畜及び畜産物の安全性確保と理解醸成に関する事業（２２事業）では、生

産農場における飼養衛生管理の向上や家畜の伝染性疾病の清浄化、疾病の発生

予防に向けた自主淘汰支援やワクチン接種費用の負担軽減、防疫演習の支援

や、自衛防疫団体等が実施する予防注射に必要な衛生資材等についての支払事

務等を実施しました。 

また、豚熱（CSF）への対策として、野生イノシシ経口ワクチンの散布によ

り、豚熱ウイルスの拡散防止を図る対策協議会の運営、養豚の生産性を阻害す

る豚繁殖・呼吸障害症候群（PRRS）の発生低減・排除を図るための指導獣医師

と連携した検査と指導、馬の飼養衛生管理向上のための研修会の開催、馬イン

フルエンザ等のワクチン接種の推進、農場 HACCP、畜産 GAP の構築支援や認証

の推進、畜産や地方競馬振興への消費者の理解を促進するための牧場体験、畜

産普及啓発活動等を実施しました。 

このほか、本会独自事業（自主事業）として、山羊の多面的機能を生かした

活用需要の掘り起こしを図るため、山羊乳の加工等について調査・検討を行っ

たほか、乳牛、肉豚における生産振興に係る各種事業を実施しました。 

 

家畜の能力向上を促進する事業（１７事業）では、家畜改良・増殖を促進す

る事業、繁殖和牛およびホルスタイン種において家畜の改良成果を展示し優れ

た形質をもつ家畜を競い称える群馬県畜産共進会の開催、地区で開催される家
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畜共進会の褒賞等の交付、令和９（２０２７）年８月に開催予定の第１３回全

国和牛能力共進会（北海道大会）の出品対策の実施、和牛の遺伝子検査による

ゲノミック評価を活用した早期の繁殖雌牛候補牛の能力把握の促進や、乳用牛

の SNP 検査を推進するための検査料補助を行いました。 

このほか、令和３年度に実施した輸出拡大に向けた畜産クラスター計画に基

づく優良な和牛繁殖雌牛の増頭推進事業の成果実績の取りまとめ、高齢の繁殖

雌牛から優良な若い繁殖雌牛への更新を図る取組に対する経費の支援や、令和

７（２０２５）年１０月２５日に開催される第１６回全日本ホルスタイン共進

会（北海道大会）に係る出品対策を実施しました。 

 

収益事業等については、 

畜産に関する収益等事業（６事業）、畜産の振興を図る事業（８事業）で、

和牛、乳牛（ホルスタイン種、ジャージー種）、種豚、山羊（日本ザーネン

種）の各家畜の血統登録を積極的に推進し、血統登録を行ったほか、県内の生

産者等の団体からの事務を受託し、地域の畜産振興を図るとともに、公益目的

事業を実施するための財源として収益性の確保に努めました。 

 

今後も、畜産を取り巻く中長期的な課題や実態を十分に踏まえて事業を継続

して実施するとともに、飼養衛生管理、家畜衛生等を強化する事業に積極的に

取り組むほか、国際化に対応した畜産経営の確立と畜産経営の安定向上、安全

で良質な畜産物の生産に貢献し、国民生活に不可欠な食料の安定的な供給に寄

与してまいります。 
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（２）事業の実施状況

ア　会計区分内訳表
（　）は補正予算時の事業数

公1(1)経営安定支援 3 (3) 2 (2) 1 (1) 3 (3) 9 (9)

公1(2)経営向上支援 7 (7) 1 (1) 10 (10) 9 (9) 27 (27)

公1(3)安全・理解 4 (4) 6 (6) 4 (4) 8 (8) 22 (22)

公1(4)能力向上 7 (7) 4 (4) 2 (2) 4 (4) 17 (17)

小計 21 (21) 6 (6) 5 (5) 18 (18) 1 (1) 24 (24) 75 (75)

収1(1)家畜登録 6 (6) 6 (6)

他1(1)団体事務受託 8 (8) 8 (8)

小計 6 (6) 8 (8) 14 (14)

21 (21) 6 (6) 5 (5) 18 (18) 6 (6) 9 (9) 24 (24) 89 (89)

イ　補助元等区分別内訳
（　）は補正予算時の事業数

3 (3) 3 (3)

10 (10) 10 (10)

6 (6) 1 (1) 7 (7)

1 (1) 1 (1)

6 (6) 6 (6)

1 (1) 5 (5) 9 (9) 15 (15)

1 (1) 7 (7) 8 (8)

8 (8) 8 (8)

4 (4) 1 (1) 3 (3) 8 (8)

1 (1) 1 (1) 21 (21) 23 (23)

21 (21) 6 (6) 5 (5) 18 (18) 6 (6) 9 (9) 24 (24) 89 (89)

自主事業 計

農林水産省

家畜登録 事務受託 自主事業 計

補助事業 助成事業 特別事業 受託事業 家畜登録 事務受託

補助事業 助成事業 特別事業 受託事業

農畜産業振興機構

群馬県

合計

合計

補助元等

会計区分

その他

自己資金

地方競馬全国協会

家畜登録団体

中央畜産会

その他団体

事務受託先

公
益
目
的
事
業

収
益
等
事
業
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ウ　令和６年度　実施事業一覧（実績）

№
事業
No

会計
区分

区
分

種別 補助元

【公益目的事業】畜産経営の安定向上を支援し安全で良質な畜産物の生産を促進する事業

公１（１）畜産経営の安定を支援する事業

1 1101 肉用子牛生産者補給金制度(R2～R6） 公1(1) ア 補助事業 農畜産業振興機構

2 1102 肉用子牛生産者補給金制度事業手数料 公1(1) ア 自主事業 その他

3 1190 和子牛生産者臨時経営支援事業（令和5年度第4四半期） 補正再掲 公1(1) ア 補助事業 農畜産業振興機構

4 1191 優良和子牛生産推進緊急支援事業 補正新規 公1(1) ア 補助事業 農畜産業振興機構

5 1192 ET産子を含めたヌレ子生産費調査事業 補正新規 公1(1) ア 受託事業 その他団体

6 1201 肉用牛肥育経営安定交付金制度（R4～R6） 公1(1) イ 受託事業 農畜産業振興機構

7 1202 価格安定推進支援事業 公1(1) イ 自主事業 自己資金

8 1203 肉用牛肥育経営安定交付金制度手数料 公1(1) イ 自主事業 その他

9 1302 肉豚経営安定交付金制度推進事業（生産者事務受託）（R6～R8） 公1(1) ウ 事務受託 自己資金

公１（２）畜産経営の向上を支援する事業

10 2101 地域畜産支援指導等体制強化事業 公1(2) ア 補助事業 地方競馬全国協会

11 2102 経営流通対策事業（経営指導推進） 公1(2) ア 補助事業 群馬県

12 2103 畜産特別資金等推進指導事業 公1(2) ア 補助事業 中央畜産会

13 2104 畜産クラスター機械導入事業 公1(2) ア 受託事業 中央畜産会

14 2105 畜産クラスター全国実態調査事業 公1(2) ア 受託事業 中央畜産会

15 2109 貸付事業指導等事業 公1(2) ア 受託事業 その他団体

16 2110 畜産高度化支援リース事業 公1(2) ア 受託事業 その他団体

17 2111 畜産経営支援指導事業 公1(2) ア 自主事業 自己資金

18 2112 公共牧場活性化支援事業 公1(2) ア 自主事業 自己資金

19 2113 畜産環境保全支援事業 公1(2) ア 自主事業 自己資金

20 2114 畜産協会情報提供事業 公1(2) ア 自主事業 自己資金

21 2115 女子力発揮支援事業 公1(2) ア 自主事業 自己資金

22 2116 生産技術情報提供事業 公1(2) ア 受託事業 中央畜産会

23 2117 地域畜産支援指導等体制強化事業に係る委託事業 公1(2) ア 受託事業 中央畜産会

24 2119 畜産物輸出対応生産円滑化に係る委託事業 公1(2) ア 受託事業 その他団体

25 2190 酪農労働省力化対策事業（酪農委経営支援総合対策事業） 補正新規 公1(2) ア 受託事業 中央畜産会

26 2191 ICT化等機械装置等導入事業 補正新規 公1(2) ア 受託事業 中央畜産会

27 2192 機械導入前後事例調査事業（畜産クラスター全国推進事業） 補正新規 公1(2) ア 受託事業 中央畜産会

28 2201 獣医師養成確保修学資金給付事業 公1(2) イ 補助事業 農林水産省

29 2203 酪農経営安定化支援ヘルパー事業（酪農経営支援総合対策事業） 補正事業統合 公1(2) イ 補助事業 農畜産業振興機構

30 2204 酪農ヘルパー傷病時等利用互助事業 公1(2) イ 補助事業 農畜産業振興機構

31 2205 酪農ヘルパー労働環境整備事業 公1(2) イ 補助事業 農畜産業振興機構

32 2206 酪農ヘルパー事業円滑化支援事業 公1(2) イ 特別事業 自己資金

33 2207 畜産人材確保育成事業 公1(2) イ 自主事業 自己資金

34 2208 畜産生産体制支援事業 公1(2) イ 自主事業 自己資金

35 2209 産業動物獣医師就業支援事業 公1(2) イ 自主事業 自己資金

36 2210 酪農ヘルパー傷病時等利用互助事業事務費 公1(2) イ 自主事業 自己資金

公１（３）家畜及び畜産物の安全性確保と理解醸成を図る事業

37 3101 生産振興対策事業（県産鶏卵販売強化） 公1(3) ア 補助事業 群馬県

38 3102 地方競馬支援対策事業 公1(3) ア 自主事業 自己資金

39 3103 牧場体験交流事業 公1(3) ア 自主事業 自己資金

40 3104 環境にやさしい群馬の畜産普及啓発事業 公1(3) ア 自主事業 自己資金

41 3190 山羊活用調査事業 当初新規 公1(3) ア 自主事業 自己資金

42 3201 牛疾病検査円滑化推進対策事業 公1(3) イ 補助事業 農林水産省

43 3202 牛せき柱適正管理推進事業促進費交付業務 公1(3) イ 受託事業 その他団体

44 3390 家畜防疫互助基金支援事業（畜産経営災害等総合対策緊急支援事業） 補正新規 公1(3) ウ 受託事業 中央畜産会

45 3391 家畜防疫互助基金支援事業（畜産経営災害等総合対策緊急支援事業）（生産者積立金返戻委託業務） 補正新規 公1(3) ウ 受託事業 中央畜産会

46 3401 家畜生産農場衛生対策事業 公1(3) エ 補助事業 農林水産省

47 3402 群馬県CSF経口ワクチン対策協議会運営事業 公1(3) エ 自主事業 その他

48 3404 ASF侵入防止緊急支援事業推進事業 公1(3) エ 自主事業 自己資金

49 3501 生産振興対策事業（優良はちみつ生産） 公1(3) オ 補助事業 群馬県

事業名

-8-



№
事業
No

会計
区分

区
分

種別 補助元事業名

50 3502 家畜防疫・衛生指導対策事業 公1(3) オ 助成事業 中央畜産会

51 3503 馬飼養衛生管理特別対策事業 公1(3) オ 助成事業 中央畜産会

52 3504 馬伝染性疾病防疫推進対策事業 公1(3) オ 助成事業 中央畜産会

53 3505 育成馬等予防接種推進事業 公1(3) オ 助成事業 中央畜産会

54 3506 農場飼養衛生管理強化推進事業 公1(3) オ 自主事業 自己資金

55 3507 家畜衛生推進事業 公1(3) オ 自主事業 その他

56 3508 農場HACCP・畜産GAP推進事業 公1(3) オ 自主事業 自己資金

57 3509 地域養豚生産衛生向上対策支援事業 公1(3) オ 助成事業 中央畜産会

58 3510 野生獣衛生対策促進事業 公1(3) オ 助成事業 家畜衛生推進協議会

公１（４）家畜の能力向上を促進する事業

59 4002 生産振興対策事業（家畜登録促進） 公1(4) 補助事業 群馬県

60 4003 生産振興対策事業（乳牛等改良促進）・（２）群馬県畜産共進会（乳牛の部） 公1(4) 補助事業 群馬県

61 4004 生産振興対策事業（乳牛等改良促進）・（３）群馬県畜産共進会（繁殖和牛の部） 公1(4) 補助事業 群馬県

62 4005 生産振興対策事業（乳牛等改良促進）・（５）群馬県畜産共進会（山羊の部） 公1(4) 補助事業 群馬県

63 4006 生産振興対策事業（全国和牛能力共進会出品対策） 公1(4) 補助事業 群馬県

64 4008 和牛全共出品対策事業 公1(4) 特別事業 その他

65 4009 育種価評価活用促進事業 公1(4) 特別事業 その他

66 4011 家畜共進会運営強化推進事業 公1(4) 特別事業 その他

67 4013 肉用牛産肉能力平準化促進事業 公1(4) 受託事業 その他団体

68 4014 肉豚生産活用支援事業 公1(4) 自主事業 自己資金

69 4015 家畜共進会褒賞交付事業 公1(4) 自主事業 自己資金

70 4017 乳用牛ＳＮＰ検査推進事業 公1(4) 特別事業 その他

71 4090 生産基盤拡大加速化事業 当初新規 公1(4) 自主事業 自己資金

72 4091 優良繁殖雌牛更新加速化事業 当初新規 公1(4) 受託事業 その他団体

73 4092 生産振興対策事業（乳牛等改良促進）・（７）全日本ホルスタイン共進会 当初新規 公1(4) 補助事業 群馬県

74 4093 全国和牛能力共進会出品特別対策事業 補正新規 公1(4) 補助事業 群馬県

75 4094 酪農振興推進事業 補正新規 公1(4) 自主事業 自己資金

【収益事業】畜産に関する収益事業

76 5001 家畜登録事業（乳牛・ﾎﾙｽﾀｲﾝ） 収1(1) 家畜登録 畜産登録団体

77 5002 家畜登録事業（乳牛・ｼﾞｬｰｼﾞｰ） 収1(1) 家畜登録 畜産登録団体

78 5003 家畜登録事業（和牛） 収1(1) 家畜登録 畜産登録団体

79 5004 家畜登録事業（和牛・家畜改良事業団） 収1(1) 家畜登録 畜産登録団体

80 5005 家畜登録事業（種豚） 収1(1) 家畜登録 畜産登録団体

81 5006 家畜登録事業（山羊・緬羊） 収1(1) 家畜登録 畜産登録団体

【その他の事業】畜産の振興を図る事業

82 7001 群馬県乳牛改良協会事業 他1(1) 事務受託 事務委託先

83 7002 群馬県和牛改良組合連絡協議会事業 他1(1) 事務受託 事務委託先

84 7003 群馬県養豚協会事業 他1(1) 事務受託 事務委託先

85 7004 群馬県養鶏協会事業 他1(1) 事務受託 事務委託先

86 7005 群馬県種鶏ふ卵協会事業 他1(1) 事務受託 事務委託先

87 7006 群馬県養蜂協会事業 他1(1) 事務受託 事務委託先

88 7007 群馬県家畜人工授精師協会事業 他1(1) 事務受託 事務委託先

89 7008 群馬県畜産技術連盟事業 他1(1) 事務受託 事務委託先
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〔会計区分〕  

 

【公益目的事業】畜産経営の安定向上を支援し安全で良質な畜産物の生産を促進す

る事業 

公１(１) 畜産経営の安定を支援する事業 

ア 肉用子牛の生産の安定に関する支援 

イ 肉用牛肥育経営の安定に関する支援 

ウ 養豚経営の安定に関する支援 

エ 鶏卵経営の安定に関する支援 

  

公１(２) 畜産経営の向上を支援する事業 

ア 地域の畜産経営への支援指導 

イ 畜産経営の人材確保と労力負担の軽減に関する支援 

 

公１(３) 家畜及び畜産物の安全性確保と理解醸成を図る事業 

ア 家畜及び畜産物への理解醸成 

イ 家畜及び畜産物の安全性の確保 

ウ 家畜の悪性疾病による損失対策 

エ 農場の生産衛生の強化 

オ 家畜の衛生管理の強化 

  

公１(４) 家畜の能力向上を促進する事業 

 

 

 

【畜産収益事業】畜産に関する収益事業 

収１(１)家畜登録団体からの業務受託に関する事業 

 

収１(２)畜産生産者からの事務受託等に関する事業 

 

 

 

【その他の事業】畜産の振興を図る事業 

他１(１)畜産団体からの事務受託等に関する事業 

 

他１(２)その他事業 
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（３）実施事業の内容 

【公益目的事業１】 

畜産経営の安定向上を支援し安全で良質な畜産物の生産を促進する事業 

 

（１）畜産経営の安定を支援する事業 

 

ア 肉用子牛の生産の安定に関する支援 

 

０１ 肉用子牛生産者補給金制度（Ｒ２～６）〔補助事業：農畜産業振興機構〕 

肉用子牛生産安定等特別措置法（昭和６３年法律第９８号）に基づき、農畜産業

振興機構が実施する肉用子牛生産者補給金制度において、販売又は自家保留された

肉用子牛に対し、四半期ごとの平均売買価格が保証基準価格を下回った場合の差額

の全額を補給金として交付しました。 

また、肉用子牛生産者補給金制度の運営体制を維持するために必要な事務を実施

しました。 

参加戸数：334 戸 

参加頭数：9,870 頭 

補給金交付対象者：115 名 

補給金対象頭数：2,571 頭 

補給金交付額：113,968,100 円（発動は黒毛和種のみ） 

事業推進会議の開催：1 回 出席者数 31 名（12/23） 

全国会議への出席：4 回（5/9 11/1 3/6 3/26） 

委託先・契約者調査の実施：5 回 

現地生産者指導：215 回 

 

①基金造成状況（契約戸数：334 戸） 

 

都道府県 生産者 その他

① ② ③ ④ ⑤ ③+④+⑤
頭 円／頭 円 円 円 円

黒毛和種 3,845 1,600 1,538,000 1,538,000 3,076,000 6,152,000

褐毛和種 0 6,000 0 0 0 0

黒毛和種及び褐
毛和種以外の肉
専用種の品種

0 18,800 0 0 0 0

乳 用 種 70 6,800 119,000 119,000 238,000 476,000

肉専用種と乳用
種の交雑の品種

5,955 3,200 4,764,000 4,764,000 9,528,000 19,056,000

合　計 9,870 － 6,421,000 6,421,000 12,842,000 25,684,000

保証基準価格の
品種区分

地域金造成額契約肉用
子牛頭数

生産者
積立金単価

合計
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②補給金交付状況 

 
※発動の○印は品種ごとの発動状況を示す 

※発動時、補給金対象牛が存在しない場合は交付金額を計上していない 

 

０２ 肉用子牛生産者補給金制度事業手数料〔自主事業：その他〕 

肉用子牛生産安定等特別措置法（昭和６３年法律第９８号）に基づき、農畜産業

振興機構が実施する肉用子牛生産者補給金制度において、販売又は自家保留された

肉用子牛に対し、四半期ごとの平均売買価格が保証基準価格を下回った場合の差額

の全額、また平均売買価格が合理化目標価格を下回った場合の差額の９／１０を補

給金として交付する補給金制度の運営体制を維持するために必要な事務を実施しま

した。 

【主な内容】 

・事務委託先との事務委託契約、委託料の支払い及び委託業務の管理 

・事業参加希望者との契約 

・個体登録を希望する牛の登録事務及び登録牛の販売、保留の確認 

・基金造成、発動時の基金取り崩し等の基金管理及び会計 

・中央団体への書類等の送付 

・中央団体からの事業に関する周知事項の周知 

・牛個体識別全国データベースの同意管理者の手続き 等 

 

個体登録頭数：9,870 頭 

登録頭数内訳：黒毛和種 3,845 頭 乳用種 70 頭 交雑種 5,955 頭 

 

０３ 和子牛生産者臨時経営支援事業（R05 年度第 04 四半期分）〔補助事業：農

畜産業振興機構〕 

農畜産業振興機構が実施する和子牛生産者臨時経営支援事業において、令和５年

５月以降の子牛価格の急落に伴い、価格が堅調に推移するまでの間、和牛子牛生産

者のセーフティーネットを臨時的に措置し肉用子牛生産基盤の安定を図るため、令

和５年度第４四半期分（令和６年１月～３月）の販売頭数に対し、和子牛生産者臨

時経営支援交付金（平均販売価格と発動基準価格の差額４分の３の額）を交付する

とともに交付に要する事務を実施しました。 

契約者数 頭数

115 2,571 113,968,100 〇

0

0

0

0 ○

115 2,571 113,968,100

発動

褐毛和種

乳用種

交雑種

その他の肉専用種

合計

区分
生産者補給金

交付額
保証基準価格
の品種区分

黒毛和種

交付対象
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事業参加戸数：61 戸 

支援交付金交付頭数：529 頭 

支援金交付金額：11,638 千円 

 

０４ 優良和子牛生産推進緊急支援事業〔補助事業：農畜産業振興機構〕 

農畜産業振興機構が実施する優良和子牛生産推進緊急支援事業において、肉用子

牛生産基盤の安定を図るため、家畜市場における和子牛取引価格のブロック平均価

格が発動基準価格を下回った場合に、飼養管理の向上に取り組む和子牛生産者が販

売した和子牛に対して奨励金を交付しました。 

事業説明会議の開催：1 回 出席者数 26 名（4/16） 

事業参加戸数：105 戸 

奨励金対象頭数：1,765 頭 

奨励金交付額：52,950 千円 

 

０５ ＥＴ産子を含めたヌレ子生産費調査事業〔受託事業：その他団体〕 

全国肉用牛振興基金協会が実施する酪農経営等を対象とした黒毛和種、交雑種、

乳用種雄の育成経営の「もと畜」として導入されるヌレ子の生産に要する経費実態

を把握する事業の一部を受託し、調査先の選定、調査実施にあたっての日程調整、

事前の調査・情報収集、調査当日の同行及び調査後の補完情報収集を実施しまし

た。 

調査実施戸数：2 戸 

 

 

イ 肉用牛肥育経営の安定に関する支援 

 

０６ 肉用牛肥育経営安定交付金制度（Ｒ４～６）〔受託事業：農畜産業振興機

構〕 

畜産経営の安定に関する法律（昭和３６年法律第１８３号）に基づき、農畜産業

振興機構が実施する肉用牛肥育経営安定交付金制度において、肉用肥育牛の標準的

販売価格が標準的生産費を下回った場合に、その差額の９割を補てんする制度の一

部を受託し、契約生産者が飼養する肥育牛の個体登録申込み等の事務を行うととも

に、交付基準を満たした品種等について交付金を交付しました。 

事業参加戸数：200 戸 

事業参加頭数：25,057 頭 

負担金請求頭数：24,463 頭 

交付金交付対象頭数：16,871 頭（交付額 1,332,069 千円） 

事務推進会議：1 回 出席者数 34 名（12/23） 

全国会議等への参加：2 回（実務検討会 1 回含む） 

指定協会調査指導(事務委託先調査)：実施なし 
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①負担金の状況 

 
契約戸数：200 戸 

事業参加頭数：25,057 頭 

 

②交付金交付状況（発生月 前年度１月精算払い～当年度の１月概算払いまで） 

 
 

０７ 価格安定推進支援事業〔自主事業：自己資金〕 

肉用子牛生産者補給金制度、肉用牛肥育経営安定交付金制度等の価格安定事業を

円滑に実施するため、事業実施に必要な経費の一部を支払うほか、推進に係る支援

を実施しました。 

【推進を行った事業】 

肉用子牛生産者補給金制度、肉用牛肥育経営安定交付金制度 

【主な実施内容】 

・肉用牛肥育経営安定交付金制度の振替手数料の支払い（@2,200×12 ヵ月） 

・事務事故が発生した牛ﾏﾙｷﾝの交付金相当額（1 件 21,568 円）の支払い 

・その他、事業に必要な経費の支払い 

 

０８ 肉用牛肥育経営安定交付金制度手数料〔自主事業：その他〕 

畜産経営の安定に関する法律（昭和 36 年法律第 183 号）に基づき、農畜産業振

興機構が実施する肉用牛肥育経営安定交付金制度において、肉用肥育牛の標準的販

売価格が標準的生産費を下回った場合に、その差額の９割を補てんする制度の事業

を推進するため、制度実施に要する経費の一部を事業参加者から手数料として徴収

頭数

当年 前年 当年 前年
① ② ③ ④ ①×③＋②×④

頭 頭 頭 円 円 円

肉専用種 12,789 12,459 330 27,000 23,000 343,983,000

交雑種 11,609 11,562 47 13,000 17,000 151,105,000

乳用種 65 65 0 10,000 14,000 650,000

合　計 24,463 24,086 377 495,738,000

品種区分
基金造成額

生産者負担金単価

品種区分 交付金交付額

人 頭 円

肉専用種 868 11,929 1,254,537,740

交雑種 380 4,831 73,814,819

乳用種 38 111 3,716,837

合計 1,286 16,871 1,332,069,396

交付対象

契約者数
（延べ）

頭数
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し、契約生産者が飼養する肥育牛の個体登録申込等の事務を行うとともに、交付基

準を満たした品種等について交付金を交付しました。肉用牛肥育経営安定交付金制

度に参加する契約者及び登録頭数に応じた推進事務を実施しました。 

対象頭数 24,463 頭（＠300 円×24,463 頭） 

・負担金請求(月齢):肉専用種(25 か月齢)、交雑種(22 か月齢)、乳用種(18 か月

齢) 

・個体登録(月齢):個体登録日(17 か月齢) ※満 17 か月齢に達する日 

【主な実施内容】 

・牛個体識別全国ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの手続き 

・補填金交付契約の締結、申込内容の変更、及び生産者及び事務委託先に対する

事務指導 

・事業参加者の中央団体への登録(要件審査申請等)及び変更申請 

・負担金の請求、造成、発動時の取り崩し、造成に係る報告、会計 

・負担金徴収月齢前販売牛の管理 

・事業未登録牛の登録喚起及び登録牛の管理 

・事務委託先との事務委託契約及び委託料の支払い 

・補填金交付対象頭数等の報告 

・補填金交付と、交付に必要な事務手続き 等 

 

 

ウ 養豚経営の安定に関する支援 

 

０９ 肉豚経営安定交付金制度推進事業（生産者事務受託）（R6～8）〔事務受

託：自己資金〕 

「畜産経営の安定に関する法律」（昭和３６年法律第１８３号）に基づき、農畜

産業振興機構が実施する肉豚経営安定交付金制度について、事業の円滑な推進を図

るとともに本事業に参加する生産者の経営安定に努めるため、本会と事務委託契約

を締結した生産者の販売頭数等の確認、農畜産業振興機構への報告等の事務を実施

しました。 

受託戸数：84 戸 

受託対象頭数：386,007 頭 

【主な内容】 

・本制度の参加申込書、参加継続を確認するための書類、本制度対象肉豚の販売

報告確認書、その他補助金の交付手続きに係る申請書類の作成支援及び独立行

政法人農畜産業振興機構への送付 

・本制度の生産者負担金の機構への送金 

・本制度の提出書類の内容等に関する機構からの照会、問い合わせの対応 

・帳簿及び関係書類の整備保管 等 
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（２）畜産経営の向上を支援する事業 

 

ア 地域の畜産経営への支援指導 

 

１０ 地域畜産支援指導等体制強化事業〔補助事業：地方競馬全国協会〕 

地方競馬全国協会の支援を受け、畜産経営の高度化に必要な情報の提供や、多様

なニーズに対応した経営指導、一般消費者への畜産に対する理解醸成のための活動

を行うほか、馬事の振興等の畜産業を振興するための活動を実施しました。 

対象事業数：89 事業 

 

１１ 経営流通対策事業（経営指導推進）〔補助事業：群馬県〕 

群馬県が実施する経営流通対策事業（経営指導推進）において、畜産経営の経営

改善計画、資金利用計画等の作成・達成のための個別支援、畜産経営データベース

等の情報化技術を活用した個別・集団支援、畜産経営の高度化に必要な情報の提供

や支援、 個人経営から 企業的経営等の多様なニーズに対応した経営支援等を実施

しました。 

また、消費者等から求められる安全で安心な国産畜産物の生産、資源循環の中心と

しての畜産の役割を十分に果たす観点から、畜産農家が求める経営技術に有用な情

報を提供しました。 

事業等の説明：2 回 

事業等の確認・実施：34 回 

資金融資・資金繰り：5 回 

計画作成・見直し：5 回 

経営管理・実績検討：5 回 

生産技術：1 回 

飼料生産：0 回 

家畜登録・生産指導：450 回 

家畜衛生・農場衛生：27 回 

畜産環境保全：1 回 

経営調査：14 回 

情報提供（経営情報誌配布）：972 回（81 先×12 回） 

説明会等への参加：1 回（7/25） 

 

１２ 畜産特別資金等推進指導事業（畜産特別支援資金融通事業（機構））〔補助

事業：中央畜産会〕 

中央畜産会が実施する畜産特別資金等推進指導事業において、畜産特別資金借受

者の経営の改善及び安定を図るため、指導推進協議会の設置、計画達成指導、経営

分析による個別指導、並びに新規借受者の経営改善計画の作成指導を実施しまし

た。 

推進協議会の開催：2 回（8/9 出席者数 13 名 12/11 出席者数 10 名） 

融資機関への指導・助言：8 回 

経営改善計画指導：24 回 

残高等調査：5 回 

実績点検の実施：10 回 
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１３ 畜産クラスター機械導入事業〔受託事業：中央畜産会〕 

中央畜産会が実施する畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（畜産クラスタ

ー事業）の機械導入事業において、畜産クラスター計画に基づく取組を行う者が生

産コストの低減、畜産物等の高付加価値化、飼料自給率の向上を通じた畜産経営の

収益性向上等に必要な機械装置の導入、及び経営の高度化に必要な機械装置の導入

に必要な費用の一部を補助する事業の一部を受託し、その円滑な実施を図るため、

参加要望や申請書等の取りまとめ、申請事務に係る助言指導、導入後のフォローア

ップ、及び事業の推進のための事務等を実施しました。 

全国事業推進会議への出席：2 回（7/9 2/27） 

事業ﾋｱﾘﾝｸﾞへの出席：延べ 7 協議会（前橋飼料用米促進、JA あがつま、昭和群馬

地域畜産、JA 利根沼田、JA 佐波伊勢崎、太田市農協） 

＜参加要望数＞ 

（１回目） 

一般枠：2 協議会 3 取組主体 延べ 16 機械 

飼料増産優先枠：3 協議会 5 取組主体 延べ 7 機械 

（２回目） 

飼料増産優先枠：1 協議会 9 取組主体 延べ 13 機械 

※延べ６協議会 １７取組主体 

 

１４ 畜産クラスターに係る全国実態調査（畜産クラスター事業_畜産・酪農収益

力強化整備等特別対策事業）〔受託事業：中央畜産会〕 

中央畜産会が実施する畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（畜産クラスタ

ー事業）の全国実態調査事業の一部を受託し、畜産クラスターによる取組の全国的

な推進を図るために必要な取組みを行う事業について、優良な経営管理技術を有す

る経営体の経営成果等を調査し、課題解決に取り組む経営情報を収集し提供を行い

ました。 

調査戸数：3 戸（利根沼田地区 1 名 西毛地区 2 名） 

調査回数：4 回 

 

１５ 貸付事業指導等事業（畜産近代化リース貸付事業指導等事業）〔受託事業：

その他団体〕 

畜産近代化リース協会が実施する畜産近代化リース貸付指導等事業において、生

産者に貸付けた機械・車両等の保守管理、適正な使用に関する指導、及び調査を実

施する事業の一部を受託し、貸与を受けた機械や車両等の保守管理状況の確認、調

査指導等を実施しました。 

貸付機械等対象戸数：10 基（酪農 8 戸） 

調査指導回数：29 回 

 

１６ 畜産高度化支援リース事業（畜産高度化推進リース事業（機構））〔受託事

業：その他団体〕 

畜産環境整備機構が実施する畜産高度化支援リース事業において、生産者にリー

ス物件を貸し付ける事業の一部を受託し、対象者へのリース料の納入依頼、畜産環

境整備機構へのリース料の納付、その貸付申請、検収実施、及び指導等を実施しま
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した。 

実施戸数：1 戸 

リース対象機器数：13 基 

 

１７ 畜産経営支援指導事業〔自主事業：自己資金〕 

畜産経営の向上を図るため、畜産経営者やＪＡなどの関係機関を対象に、経営支

援、情報提供、資金計画作成、及び計画達成のための指導や助言等を総合的に実施

しました。 

指導・助言回数：延べ 547 回 

経営支援指導の技術向上を図る研修会への参加：3 回 延べ 7 名 

 

１８ 公共牧場活性化支援事業〔自主事業：自己資金〕 

県内公共牧場等の活性化のため、公共・家畜育成牧場及び関係者を対象に、良質

な飼料生産及び放牧管理向上を図るための飼料及び土壌分析の実施および研修会を

開催しました。 

現地研修会：1 回（9/4） 

飼料分析：2 件（嬬恋村 2 か所） 

土壌分析：2 件（嬬恋村 2 か所） 

研修会の参加：1 回(12/12) 

打合せ会議：2 回 

 

１９ 畜産環境保全支援事業〔自主事業：自己資金〕 

堆肥や副資材の活用を推進するため、堆肥や副資材の提供を希望する生産者の情

報を本会ホームページを通じて発信するとともに、畜産環境に対する情報の提供な

どを行いました。 

また、畜産環境研修会は、１月２３日に発生した豚熱のため開催を中止しまし

た。 

畜産環境研修会の開催：豚熱発生に伴い中止 

堆肥ﾏｯﾌﾟ掲載内容の確認・調査：1 回 

堆肥ﾏｯﾌﾟの修正・申し込みの取りまとめ：追加 2 件 変更 4 件 削除 2 件 

畜産副資材生産者情報の追加：3 件 

堆肥、畜産副資材生産者情報の提供：HP による提供  

悪臭防止資材の情報追加：1 件 

担当者会議及び研修会への参加：2 回（5/28 7/26） 

 

２０ 畜産協会情報提供事業〔自主事業：自己資金〕 

畜産農家の有用な情報等を収集し、生産者、関係団体等に対し情報誌として 配

布するとともに、本会ホームページ、LINE 公式や X（エックス）等を活用し、生産

者・関係団体、消費者等に対し、本会、及び畜産に関連する有用な情報提供を実施

しました。 

１ 「群馬の畜産・みんなの情報室」の発行 

(1)発行回数：4 回/年（7 月 10 月 1 月 3 月） 

(2)発行部数：617 部（361 号～363 号：155 部 364 号：152 部） 

２ 本会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの運営：通年 
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３ LINE 公式を活用した情報提供：登録者 154 名 送信 150 回 延べ 12,125

人)  

正会員に対する情報提供  

(1)中央畜産会発行月刊誌「畜産ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ」誌の提供 

(2)提供回数：1,116 回（93 先×12 回） 

 

２１ 女子力発揮支援事業〔自主事業：自己資金〕 

畜産に経営参画している女性を対象に、各経営者が抱える課題の抽出、及びその

改善支援を行い、総合的な女子力発揮に寄与する各種勉強会を開催するとともに、

女性の活躍が期待される現場の視察等を実施しました。 

生産技術、経営管理技術の向上に関する勉強会・現場視察の開催 

打ち合わせ会議：1 回 7 名（6/5） 

経営者発表会：1 回（7/18）(書面開催) 

牧場視察：2 回（9/3 7 人 11/29 5 人） 

繁殖和牛審査競技会への参加：1 回 13 名（10/23） 

枝肉共進会視察：1 回 4 名（12/5） 

 

２２ 生産技術情報提供事業（畜産経営技術指導事業_地域畜産支援指導等体制強

化（地全協））〔受託事業：中央畜産会〕 

中央畜産会が実施する生産技術情報提供事業において、畜産クラスターの中心的

な経営体の育成に必要な指標づくりのための先進的な経営体等の経営内容調査や、

家畜の生産技術指導に資する情報を整備するため、収集したデータの分析結果に基

づく助言指導を実施する事業の一部を受託し、本県における畜産クラスターの中心

的な経営体に対する調査、及び指導助言を実施しました。 

調査対象戸数：3 戸 

調査実施戸数：酪農 2 戸 繁殖 1 戸 

 

２３ 地域畜産支援指導等体制強化事業に係る委託事業〔受託事業：中央畜産会〕 

中央畜産会が地方競馬全国協会の補助事業として実施する地域畜産支援指導等体

制強化事業において、道府県畜産行政と緊密な連携の下に畜産関係団体の連携及び

活性化を図り、厳しい畜産環境下の畜産振興に資することを目的とした事業の一部

を受託し、畜産関係団体との連携強化、県内活動に対する支援や、生産者等からの

経営相談に応じるための畜産経営相談窓口を設置し、運営を行う事業を実施しまし

た。 

県域関係団体連携強化会議開催：1 回 4 名（9/26） 

中央打合会議参加：2 回 10 名（4/9 2/4） 

国際養鶏養豚総合展参加：2 回 6 名（4/24 4/26） 

畜産会組織間交流等参加：2 回 4 名（8/22 9/19） 

県内活動支援に資する研修等：8 回 19 名（7/2 7/10 9/10 11/5 11/18 12/13 

12/16 12/10） 

畜産経営相談窓口対応：延べ 565 回 

 

２４ 畜産物輸出対応生産円滑化事業に係る委託事業〔受託事業：その他団体〕 

日本畜産物輸出促進協会が地方競馬全国協会の補助を受け、道府県畜産行政と緊
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密な連携の下に畜産物輸出に対する畜産経営者の理解醸成等を図り、畜産物輸出の

促進に資することを目的とする事業のうち一部の業務を受託し、畜産経営者等から

の輸出相談に応じるための輸出相談窓口の設置と畜産物輸出に対する理解醸成を目

的とした普及啓発資料の配布を実施しました。 

輸出相談窓口設置：相談窓口として人員を配置し輸出相談に対する初期対応が可

能な体制を整備したが、具体的な相談対応はなかった 

普及啓発用ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ等の配布及びｱﾝｹｰﾄ調査実施：1 回 47 先 

輸出相談窓口機能強化のための研修会等参加：2 回 3 名 

 

２５ 酪農労働省力化対策事業（酪農経営支援総合対策事業（機構））〔受託事

業：中央畜産会〕 

中央畜産会が実施する酪農労働省力化対策事業（酪農経営支援総合対策事業）に

おいて、労働負担軽減や飼養管理技術の高度化を図る機械装置の導入とそれに伴う

一体的な施設整備を行う事業の一部を受託し、円滑な推進を図るため、事業推進会

議の開催、並びに関係機関等への普及説明等を行うほか、要望のあった応援会議に

対して、連絡調整及び事業の推進指導、申請書類の取り纏め等を実施しました。 

推進会議：1 回（4/24） 

応援会議数：要望 1 応援会議 参加 1 応援会議 

対象戸数：要望 3 戸 参加 2 戸 

機械装置導入機器数：要望 3 機器 参加 2 機器 

施設一体整備戸数：要望 2 戸 参加 1 戸 

機械現地確認数：1 戸 1 機器 

中央団体が実施する業務打合せ会議への参加：2 回（7/25 11/15） 

 

２６ ICT 化等機械装置等導入事業（畜産クラスター事業）〔受託事業：中央畜産

会〕 

中央畜産会が実施するＩＣＴ化等機械装置等導入事業において、酪農及び肉用牛

経営が飼養管理技術の高度化並びに省力化を図るため畜産ＩＣＴ機器等先端技術の

活用を支援する事業の一部を受託し、円滑な推進を図るため、事業推進会議の開

催、関係機関等への普及説明、希望する応援会議に情報提供、要望の取りまとめを

実施しました。 

推進会議：1 回 

応援会議：要望 2 か所 参加 1 か所 

対象戸数：要望 4 戸 参加 1 戸 

機械装置導入：要望 4 機器 参加 1 機器 

 

２７ 機械導入前後事例調査事業（畜産クラスター事業_全国推進事業）〔受託事

業：中央畜産会〕 

中央畜産会の実施する畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（全国推進事

業）における機械導入前後事例調査の一部を受託し、畜産クラスター事業で施設整

備・機械導入が完了した経営（取組主体）の省力化機械等の導入前後の経営内容に

ついて調査を行い、省力化機械等の導入効果や注意点などを整理しました。 

調査戸数：5 戸 
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イ 畜産経営の人材確保と労力負担の軽減に関する支援 

 

２８ 獣医師養成確保修学資金給付事業〔補助事業：農林水産省〕 

農林水産省が実施する獣医師養成確保修学資金給付事業において、産業動物獣医

師の高齢化や地域的な偏在、農業関係団体等における産業動物獣医師の新規参入機

会の減少等の問題が顕在化し、畜産の振興を図る上で障害となっている現状に鑑

み、獣医学を専攻する学生のうち、産業動物獣医師を志す修学資金の共同負担者を

伴う獣医学生に対し、本事業の活用についての説明会の開催や、給付希望者の募集

活動、獣医師養成確保修学資金の給付、過去の給付者の就業状況の管理等を実施し

ました。 

個別説明会の開催：2 回（6/1 開催 2 名 9/2 開催 3 名） 

事業周知のためのﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの掲載：通年 

給付対象者数：継続 13 名 新規 1 名 

令和 6 年 3 月末で給付を終了し就業した者：1 名（公務員） 

給付金額：18,600 千円 

 

２９ 酪農経営安定化支援ヘルパー事業（酪農経営支援総合対策事業）〔補助事

業：農畜産業振興機構〕 

農畜産業振興機構が実施する酪農経営支援総合対策事業（酪農経営安定化支援ヘ

ルパー事業）において、①酪農ヘルパー要員や酪農ヘルパー利用組合による酪農の

担い手となる人材の確保と育成の支援を実施しました。また、酪農ヘルパー利用組

合の適切な運営を支援するため、酪農ヘルパーの職業認知度向上と要員確保のため

のイベントを活用し酪農ヘルパーのＰＲ、募集活動を行いました。 

県域の互助制度に加入する酪農従事者が傷病時等により就業不能となった際の互

助見舞金の交付、就業中の傷害や賠償責任事故の発生に備えた各種保険加入、酪農

ヘルパー作業日報の作成指導等を実施しました。②臨時ヘルパーの出役活動や出役

調整などの業務を外部に委託して事務軽減を図る酪農ヘルパー利用組合の取組みに

対し、補助金を交付しました。 

対象組合数：10 組合 

人材育成支援取組組合数：2 組合（東毛 明友） 

利用組合の強化取組組合数：3 組合（榛名 利根沼田 東毛） 

事業業務推進会議：1 回 出席者数：12 名（11/22） 

PR 要員募集活動：3 回（7/13 9/8 12/7) 

推進指導に係る日報等の作成：400 冊 先数 10 利用組合 

巡回指導等：9 回（4/23 5/7  5/23 7/2 7/3 7/4 7/9 7/10 2/17） 

傷病時等利用互助の実施：対象者 18 人 負担軽減額 2,587 千円 

賠償責任保険の加入：9 組合（東部 西部 ぐんま酪農 榛名 あがつま 利根沼田 

群中酪 東毛 高崎市はるな） 

臨時ヘルパーの障害保険の加入：18 名（東部 5 名 榛名 4 名 あがつま 7 名 

東毛 2 名） 

 

３０ 酪農ヘルパー傷病時等利用互助事業〔補助事業：農畜産業振興機構〕 

農畜産業振興機構が実施する酪農経営支援総合対策事業（酪農経営安定化支援ヘ
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ルパー事業）において、県域の互助制度に加入する酪農従事者が、病気やケガ等の

傷病時等により就業不能となった際の酪農ヘルパー利用料金の負担軽減を図るた

め、加入者が出資した互助基金を原資とする互助会の加入事務、基金管理、傷病時

等利用者への互助見舞金を交付しました。 

傷病時等酪農ﾍﾙﾊﾟｰ利用総額：6,321 千円 

負担軽減額：2,587 千円 

利用者数：18 人  

利用日数：221 日 

 

３１ 酪農ヘルパー労働環境整備事業〔補助事業：農畜産業振興機構〕 

農畜産業振興機構が実施する酪農経営支援総合対策事業（酪農経営安定化支援ヘ

ルパー事業）において、酪農ヘルパーの出役中の事故等に備えるため補償制度を整

備し、酪農ヘルパーの出役に起因する事故等が発生した際に適用する賠償責任保険

への加入と、臨時ヘルパーの出役中に発生する傷害事故等の補償をする傷害保険へ

の加入手続きを行うとともに、事故等が発生した場合には円滑に保険適用がなされ

るよう事務処理を行い、利用組合が支払う各種保険の保険料の負担軽減を実施しま

した。 

賠償責任保険の加入：9 組合（東部 西部 ぐんま酪農 榛名 あがつま 利根沼田 

群中酪 東毛 高崎市はるな） 

臨時ﾍﾙﾊﾟｰの障害保険の加入：18 名（東部 5 名 榛名 4 名 あがつま 7 名 東毛 

2 名） 

賠償保険事故：1 件（利根沼田） 

負担軽減額：928 千円 

 

３２ 酪農ヘルパー事業円滑化支援事業〔特別事業：自己資金〕 

酪農ヘルパー事業の安定的かつ継続的な実施を推進するため、利用組合の出役活

動を円滑に行うために要する経費（出役活動費、消耗品費等）について、出役回数

に応じ、経費の一部について補助金を交付しました。 

対象組合数：9 酪農ﾍﾙﾊﾟｰ利用組合 

＜内訳＞ 

西部 東部 ぐんま酪農 利根沼田 榛名酪連 群中酪 東毛酪農 高崎市はるな 明友 

補助金交付額：3,769 千円 

 

３３ 畜産人材確保育成事業〔自主事業：自己資金〕 

畜産農家の雇用の促進を図るため、雇用を希望する畜産農家の情報掲載、無料職

業紹介事業を実施しました。また、農外からの新規参入支援、第三者への経営継承

のための就農相談や募集活動等の広報啓発活動、第三者経営継承を行う農協等に対

し、経営継承に係るコンサルティング活動を実施しました。 

県就農相談窓口との連携による広報啓発活動の実施：4 回（8/31 10/6 12/8 

1/11） 相談件数 24 件 

就農継承に係るｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ活動：6 回 

畜産求人の HP 掲載：24 回（月 2 回×12 か月） 

 

３４ 畜産生産体制支援事業〔自主事業：自己資金〕 
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畜産生産者の生産活動を支援する体制（ヘルパー等）の再編等を希望する地域に

対し、情報提供や指導、アドバイスを行うなど、再編等に係る支援等を行ったほ

か、酪農ヘルパー利用組合の維持を図るため、酪農ヘルパー事業連絡協議会を運営

し、利用組合に対し酪農ヘルパー事業に対する助言指導を実施しました。 

酪農ﾍﾙﾊﾟｰ事業連絡協議会の開催：1 回 出席者数 12 名（11/22） 

酪農ﾍﾙﾊﾟｰ利用組合の現状調査：10 利用組合 

再編等に係る支援回数：9 回 

 

３５ 産業動物獣医師就業支援事業〔自主事業：自己資金〕 

県内で産業動物獣医師を希望する獣医学生の就業機会を支援するため、産業動物

診療施設等に対して、インターンシップの受入や求人募集、採用計画等の調査や獣

医学生へ情報提供を実施し、産業動物獣医師の確保・育成を支援しました。 

採用予定情報の提供・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ情報調査の実施：2 回 

調査対象先：県内家畜診療所等 1 回目 66 か所 2 回目 8 か所  

採用予定情報の掲載：2 回 

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ受入状況の提供：2 回（HP、問合せ対応） 

 

３６ 酪農ヘルパー傷病時等利用互助事業事務費〔自主事業：自己資金〕 

酪農ヘルパー傷病時等互助事業における見舞金の交付業務を円滑に実施するた

め、互助見舞金の交付に要する経費を負担しました。 

互助見舞金交付回数：4 回 

交付に要する手数料の支払：4 回（通信運搬費：4,070 円） 
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(３) 家畜及び畜産物の安全性確保と理解醸成を図る事業 

 

ア 家畜及び畜産物への理解醸成 

 

３７ 生産振興対策事業（県産鶏卵販売強化）〔補助事業：群馬県〕 

群馬県が実施する生産振興対策事業（県産鶏卵販売強化）において、県産銘柄卵

を含む県産鶏卵を消費者に広く普及し、県産鶏卵の消費拡大を図るため、銘柄卵の

消費啓発資料の作成のための調査及び啓発資料の作成を行うとともに、一般消費者

を対象とした銘柄卵の普及・消費拡大活動を実施しました。 

県産銘柄卵収集調査：1 回 

ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸの制作：1 回 950 部 

鶏卵販売強化活動：1 回（ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸの配布 6/16 群馬県民ホール） 

 

３８ 地方競馬支援対策事業〔自主事業：自己資金〕 

浦和競馬組合及び一般社団法人埼玉県畜産会の協力のもと、群馬県馬事振興協議

会が主催する畜産フェア開催への協力として冠レースの開催と副賞を授与し、地方

競馬と畜産振興について広く広報活動を行い、地方競馬に対する支援を実施しまし

た。 

冠レースの実施 

令和 6 年 11 月 19 日（火）浦和競馬場第 10 ﾚｰｽ 群馬県畜産協会長賞特別 

副賞計 4 点（優勝馬の騎手・馬主・調教師・厩務員へ授与） 

優勝馬：ﾓﾆｭﾒﾝﾄｷﾝｸﾞ号（浦和所属） 

馬主：梅ヶ枝 容晃 氏 

調教師：箕輪 武 氏 

騎手：野畑 凌 氏 ほか厩務員 

 

３９ 牧場体験交流事業〔自主事業：自己資金〕 

一般消費者の親子を対象に、畜産への興味関心と理解醸成を図るため、酪農場に

おいて、搾乳、飼料給与、畜産物加工などの体験交流を通じて、畜産物の生産現場

や畜産の果たしている役割などを学習する体験型イベントを実施しました。 

①牧場宿泊体験の実施(7/25-26 1 泊 2 日 公益財団法人神津牧場) 

参加者：親子 5 組 13 名(大人 7 名 子供 6 名) 

内容：搾乳体験､給餌・哺乳体験､ﾊﾞﾀｰづくり等 

②牧場視察体験の実施(11/9 日帰り 株式会社川田牧場) 

参加者：親子 5 組 14 名(大人 6 名 子供 8 名) 

内容：搾乳体験､牛乳の試飲､ｼﾞｪﾗｰﾄの試食等 

 

４０ 環境にやさしい群馬の畜産普及啓発事業〔自主事業：自己資金〕 

一般消費者を対象に、馬事や畜産への理解醸成を深めるため、畜産や馬事畜産振

興に係る資料等を配布するとともに、畜産たい肥の有用性について理解と利用を促

進し、畜産業に対する理解醸成を深めるため、本会ホームページ「たい肥生産所在

地マップ」において、たい肥生産者の情報を提供しました。 

馬事畜産振興に係る普及啓発活動の実施：2 回（11/19 1/20） 
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堆肥ﾏｯﾌﾟの記載・修正申込の取り纏め：通年実施 

堆肥ﾏｯﾌﾟ等の資料配布：1 回（1/20） 

 

４１ 山羊活用調査事業〔自主事業：自己資金〕 

群馬県内で飼養されている山羊から生産される山羊乳を活用し、消費者に提供す

る可能性および方法について調査・検討を実施しました。 

現地視察：2 回（6/19 8/20） 

ｱﾝｹｰﾄの実施：2 回（7/10 10/28） 

生産者意見交換：10 回 

 

 

イ 家畜及び畜産物の安全性の確保 

 

４２ 牛疾病検査円滑化推進対策事業〔補助事業：農林水産省〕 

農林水産省が実施する家畜衛生対策事業(牛疾病検査円滑化推進対策事業)におい

て､消費者や生産者の信頼を確保する目的で実施されていた９６か月齢以上の牛海

綿状脳症(ＢＳＥ)検査基準が見直され、令和６年度から新たな基準により死亡牛の

ＢＳＥ検査の円滑かつ的確な実施を目的として､ＢＳＥ検査対象牛の検査及びその

ために必要な採材や輸送に要する費用について負担軽減を実施しました。 

また、事業の円滑な実施を図るため、家畜衛生事業の担当者を対象にした担当者

会議、及び事業協議会等を開催しました。 

事業推進会議の開催：2 回（5/16 11 名 8/7 30 名） 

事業推進協議会の開催：1 回 出席者数：10 名（3/21） 

交付頭数：死亡牛 4 頭 

検査・採材・輸送料の負担軽減額：80 千円 

 

４３ 牛せき柱適正管理推進事業促進費交付業務（畜産副産物適正処分等推進事業

（機構））〔受託事業：その他団体〕 

日本畜産副産物協会が実施する牛せき柱適正管理推進事業（牛せき柱適正管理等

推進事業）において、特定危険部位である牛せき柱の適正な管理を実施した食肉処

理事業者に支払われる促進費を交付する事業の一部を受託し、交付に必要な確認事

務、交付業務等を実施しました。 

対象食肉処理事業者数：第 1 回 4 社 第 2 回 3 社 

交付対象分割票枚数：69,009 枚 

 

 

ウ 家畜の悪性疾病による損失対策 

 

４４ 家畜防疫互助基金支援事業（畜産経営災害等総合対策緊急支援事業（機

構））（R6～8）〔受託事業：中央畜産会〕 

中央畜産会が実施する家畜防疫互助基金支援事業（Ｒ０６～Ｒ０８年度の業務対

象年間）において、都道府県段階事業推進業務の一部を受託し、家畜伝染病のう

ち、口蹄疫、牛疫、牛肺疫、アフリカ豚熱（ＡＳＦ）、豚熱（ＣＳＦ）が発生した
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場合に、淘汰した牛、豚の代替畜の導入費用の一部を生産者等が互助補償する全国

的な仕組みについて、生産者等に対し、本事業の普及啓発、生産者積立金の請求・

納付、契約内容の変更手続き事務等を実施しました。 

牛契約戸数：493 戸 契約頭数 79,220 頭 

豚契約戸数：122 戸 契約頭数 558,789 頭 

【主な内容】 

・中央推進会議への出席：1 名（10/17） 

・R06～08 年度の業務対象年間に係る契約申込の取り纏め及び生産者積立金の請

求、納付事務 

・飼養衛生管理基準の遵守に関するﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの配布：40 先 747 部 

（配布先：事務委託先 20 先 直接契約者 11 先 県関係機関等 9 先） 

・契約者情報の変更申請支援：34 件（法人化・継承 8 件 廃業 6 件 口座変更

等 20 件） 

 

４５ 家畜防疫互助基金支援事業（畜産経営災害等総合対策緊急支援事業（機

構））（生産者積立金返戻委託業務）〔受託事業：中央畜産会〕 

中央畜産会が実施する家畜防疫互助基金支援事業（Ｒ０３～Ｒ０５年度の業務対

象年間）において、生産者積立金返戻委託業務の一部を受託し、生産者が積み立て

た生産者積立金のうち牛生産者に対する返戻業務を実施しました。 

（豚については、Ｒ０３～Ｒ０５年度の業務対象年間中に豚熱が発生した農場のう

ち互助金精算が終了していない農場があることから返戻額が確定せず、次年度以降

実施に延期されました） 

1 牛返戻対象者数：589 名 

（生産者積立金納付者：590 名、生産者積立金返戻受取放棄者：1 名） 

2 返戻金額：12,757,450 円（生産者積立金額：12,757,175 円） 

 

 

エ 農場の生産衛生の強化 

 

４６ 家畜生産農場衛生対策事業〔補助事業：農林水産省〕 

農林水産省が実施する家畜衛生対策事業（家畜生産農場衛生対策事業）におい

て、家畜生産農場における飼養衛生管理の向上を図るため、ヨーネ病、牛伝染性リ

ンパ腫（ＥＢＬ）、牛ウイルス性下痢（ＢＶＤ）のまん延防止及び清浄化のための

検査や自主的なとう汰の推進、民間獣医師等の専門家による農場における飼養衛生

管理基準に基づいた衛生管理指導、アカバネ病の発生を予防するためのワクチン接

種費用についての負担軽減を実施しました。 

また、事業を円滑に推進するため、家畜衛生事業担当者等を対象とした事業打合

せ会議、及び担当者会議を開催しました。 

事業推進会議の開催：2 回（5/16 11 名 8/7 30 名） 

ﾖｰﾈ病自主とう汰：5 頭 負担軽減額 1,158 千円 

EBL 検査：延べ 183 農場 4,007 頭 負担軽減額 1,189 千円  

EBL 自主とう汰：なし 

EBL 対策資材費：なし 

BVD 検査：延べ 147 農場 1,209 頭 負担軽減額 780 千円 
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PI 牛自主とう汰：なし 

BVD ﾜｸﾁﾝ接種：なし 

農場指導：指導獣医師 10 か所 

指導回数：牛農場 58 農場 111 回 豚農場 17 農場 30 回 

ｱｶﾊﾞﾈ病ﾜｸﾁﾝ接種：延べ 178 農場 5,241 頭 負担軽減額 671 千円 

検査・淘汰・ﾜｸﾁﾝ補助総額：3,798 千円 

 

４７ 群馬県 CSF 経口ワクチン対策協議会運営事業（野生イノシシ経口ワクチン散

布対策事業（地全協））〔受託事業：その他〕 

群馬県ＣＳＦ経口ワクチン対策協議会が実施する、養豚農場で野生イノシシから

の豚熱感染リスクの低減を目的に、野生イノシシに豚熱（ＣＳＦ）の免疫を獲得さ

せるための豚熱経口ワクチン散布対策事業において、経口ワクチン散布等を実施す

る県協議会の事務局運営を行い、事業実施に必要な会計事務等を実施しました。 

協議会構成団体に所属 

群馬県ＣＳＦ経口ワクチン対策協議会会議への出席：2 回（6/18 3/24 いずれも

書面） 

事務局を担い会計業務を実施 

 

４８ ＡＳＦ侵入防止緊急支援事業推進事業（ASF 侵入防止緊急支援事業（機

構））〔自主事業：自己資金〕 

平成３１(令和元)年度に、農畜産業振興機構及び群馬県が実施したアフリカ豚コ

レラの国内侵入､及び農場のバイオセキュリティの強化を図るために養豚場の衛生

管理区域に野生イノシシ等の侵入防止柵を設置した事業について､処分制限期間中

の管理、及び利用状況の確認・報告､書類の保管状況の確認、及び財産処分に係る

事務手続きを実施しました。 

取組主体数：17 団体 

事業参加養豚経営体数：161 戸 

財産処分件数：6 件（廃業による撤去 2 件 継承による無償譲渡 3 件 廃業によ

る存置 1 件） 

模様替え件数：5 件 

 

 

オ 家畜の衛生管理の強化 

 

４９ 生産振興対策事業（優良はちみつ生産）〔補助事業：群馬県〕 

群馬県が実施する生産振興対策事業（優良はちみつ生産）において、県産はちみ

つの品質向上を図るため、養蜂生産者が生産した、はちみつの抗生物質等の残留検

査を実施しました。 

抗生物質の残留検査：79 検体 補助額 261 千円 

 

５０ 家畜防疫・衛生指導対策事業〔助成事業：中央畜産会〕 

中央畜産会が実施する家畜防疫・衛生指導対策事業において、家畜伝染病の発生

予防、まん延防止等を確実かつ効率的に実施するため、国家防疫措置に併せて、重
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要な家畜疾病を対象とした防疫演習、慢性感染症対応等の自衛防疫活動を推進する

とともに、家畜衛生の向上と家畜・畜産物の安全性を確保するための農場 HACCP 認

証取得のための構築支援や継続支援、農場ＨＡＣＣＰに係る研修会の開催等を総合

的に実施しました。 

家畜衛生事業関係打合せ会議：1 回 出席者数 11 名（5/16） 

防疫演習：5 回（県域 2 回（7/16 176 名 7/26 45 名） 地域 3 回（中部家保

7/23 18 名 西部家保 7/23 20 名 西部家保 9/30 65 名） 

牛伝染性ﾘﾝﾊﾟ腫対策：9 農場、検査頭数 1,565 頭 淘汰促進費交付頭数 24 頭 交

付額 3,480 千円 

ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ乳房炎対策：3 農場 

農場 HACCP 研修会：1 回 出席者数 35 名（11/11） 

農場 HACCP 構築・継続支援：2 農場 

全国事業推進会議への出席：1 回（6/5） 

関東ﾌﾞﾛｯｸ家畜衛生担当者会議への出席：1 回（9/4） 

 

５１ 馬飼養衛生管理特別対策事業〔助成事業：中央畜産会〕 

中央畜産会が実施する馬飼養衛生管理特別対策事業において、競走馬を除く馬の

飼養衛生管理の実態を把握し、飼養衛生管理に関する技術の向上および知識の普及

啓発を図るため、県内の馬飼養状況及び衛生管理状況に関する実態調査を行うとと

もに、技術地方講習会および馬臨床実習伝達講習会を開催しました。 

運営体制整備委員会の開催：1 回 出席者数 13 名（9/3） 

馬獣医療実態調査：44 戸 

冊子の配布：2 回（9/20 12/11）延べ 67 先 

講習会の開催：2 回 

(1)馬飼養衛生管理技術地方講習会 出席者数 21 名（1/22） 

(2)馬飼養衛生基礎技術実習 出席者数 29 名（11/20） 

ア 馬臨床実習の伝達講習 

イ 基礎技術実習 

 

５２ 馬伝染性疾病防疫推進対策事業〔助成事業：中央畜産会〕 

中央畜産会が実施する馬伝染性疾病防疫推進対策事業において、馬防疫の推進を

図るため、競走馬以外の乗用馬等の馬インフルエンザワクチン、及び繁殖牝馬の馬

鼻肺炎ワクチン接種を推進し、当該ワクチン接種に要した経費の一部について助成

金の交付を実施しました。 

馬ワクチン接種等推進対策検討会の開催：2 回（9/3、3/26（書面）） 

県内関係機関、馬飼養者へのリーフレットの配布：59 先 

助成金交付戸数：18 戸 

助成金交付頭数：318 頭 

助成金交付額：1,240 千円 

 

５３ 育成馬等予防接種推進事業〔助成事業：中央畜産会〕 

中央畜産会が実施する育成馬等予防接種推進事業において、本県の競走馬生産の

安定的維持・発展に資するため、競争用育成馬に対し、馬インフルエンザ、破傷

風、日本脳炎、ゲタウイルス及び繁殖牝馬への馬インフルエンザワクチン接種を推

-28-



 

 

進し、当該ワクチン接種に要した経費の一部について 助成金の交付を実施しまし

た。 

予防接種頭数：74 頭 

助成金交付金額：179 千円 

 

５４ 農場飼養衛生管理強化推進事業〔自主事業：自己資金〕 

家畜生産農場の衛生強化のため、国補助事業の家畜生産農場衛生対策事業に該当

しない農場を対象に、民間獣医師等の専門家による農場における飼養衛生管理基準

に基づき衛生管理指導を実施し、牛もしくは豚飼養者が実施する飼養衛生管理の向

上のための取組を推進しました。 

家畜生産農場衛生対策事業対象外の衛生管理指導数：19 農場 38 回 

（内訳：牛農場 1 農場 2 回、豚農場 18 農場 36 回） 

獣医師が実施する農場指導内容の情報共有数：94 農場 179 回 

（内訳：牛農場 59 農場 113 回、豚農場 35 農場 66 回） 

 

５５ 家畜衛生推進事業〔自主事業：その他〕 

農林水産省が実施する家畜生産農場衛生対策事業を自衛防疫団体や公共牧場が円

滑に事業を実施できるよう、自衛防団体等へ予防接種に要した費用の請求、ワクチ

ン供給業者へのワクチン代の支払い、従事獣医師への技術料の支払い、公共牧場で

の予防接種に係る支援を実施しました。 

また、事業を円滑に進めるため家畜衛生関係事業に係る事業推進会議等を開催し

ました。 

対象自衛防疫団体数：29 団体及び公共牧場（浅間家畜育成牧場） 

事業推進会議の開催：2 回（5/16 8/7） 

公共牧場での予防接種支援：2 回（7/24 3/6） 

ワクチン接種実施頭数：6,566 頭 

ワクチン代金支払額：8,077 千円 

獣医師に対する技術料支払額：1,556 千円 

 

５６ 農場 HACCP・畜産 GAP 推進事業〔自主事業：自己資金〕 

本県における農場ＨＡＣＣＰ及び畜産ＧＡＰの普及と、認証を希望する畜産生産

者等の認証構築支援を円滑に支援するため、農場ＨＡＣＣＰ及び畜産ＧＡＰに係る

情報提供を行うとともに、本会職員の農場ＨＡＣＣＰ及び畜産ＧＡＰの指導員、審

査員等の資格取得を推進し、資格保有者が適切に構築支援を行えるよう、力量向

上、更新等による資格の維持等を実施しました。 

【農場 HACCP】（審査員数：8 名 指導員数：13 名） 

農場指導員養成研修受講者数：0 名 

審査員養成研修受講者数：1 名 

力量向上研修受講者数：6 名 

農場 HACCP 農場審査：5 農場  

【畜産 GAP】（審査員補数：6 名 指導員数：13 名） 

指導員基礎研修受講者数：0 名 

団体認証研修受講者数：1 名 

審査員研修受講者数：2 名 
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【農場 HACCP 審査による現場力量向上】 

農場 HACCP 審査の実施：5 農場（採卵鶏 3 農場 養豚 1 農場 肉用牛肥育 1

農場） 

 

５７ 地域養豚生産衛生向上対策支援事業〔助成事業：中央畜産会〕 

中央畜産会が実施する地域養豚生産衛生向上対策支援事業において、国内での豚

熱の発生、隣国地域のアフリカ豚熱などの悪性伝染病の流行を踏まえ、養豚農場に

おける衛生管理を徹底し、生産性を著しく阻害する豚繁殖・呼吸障害症候群（ＰＲ

ＲＳ）、豚サーコウイルス性感染症（ＰＣＶ）などの疾病の発生低減を図り、生産

性を向上させることが喫緊の課題となっていることから、国内豚主要生産地域の農

場を含む自衛防疫組織がこれらの疾病の発生低減・清浄化のため、状況に適応した

対策について取組を実施する際に要する経費の一部を助成しました。 

【地域養豚生産衛生向上対策事業】 

事業推進会議の開催：3 回（9/18 12/11 3/21） 

【地域生産衛生対策実施事業】 

巡回指導：32 農場 248 回 

着地検査（PRRS）：0 件 

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ検査（PRRS)：1,075 件  

強化ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ検査：（PCV）123 件 

清浄化推進検査（PRRS・大腸菌群）：0 回 

 

５８ 野生獣衛生対策促進事業〔助成事業：その他団体〕 

家畜衛生対策協議会（事務局：中央畜産会）が実施する野生獣衛生対策促進事業

において、家畜衛生関係者と連携して野生獣衛生対策を推進するため、衛生技術連

絡協議会を開催するとともに、畜産農家等の飼養衛生管理に対する意識の向上を図

るため情報交換を行いました。 

講習会の開催については、県内の養豚場にて豚熱が発生したため開催中止しまし

た。また衛生実態調査については、豚熱陽性の野生イノシシが継続的に確認されて

いる為中止としました。 

地域衛生技術連絡協議会の開催：1 回 出席者数 8 名 (11/14) 

野生獣講習会の開催：１月２３日の豚熱発生により中止 

衛生実態調査：豚熱感染の野生ｲﾉｼｼのｻｰﾍﾞｲﾗﾝｽの状況からやむなく中止 

全国推進委員会への参加：1 回（7/26） 

全国講習会への参加：1 回（7/26） 
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（４）家畜の能力向上を促進する事業 

 

５９ 生産振興対策事業（家畜登録促進）〔補助事業：群馬県〕 

群馬県が実施する生産振興対策事業(家畜登録推進)において､効果的な家畜改良

を進めるため､家畜の血統整理や登録･登記を推進するための事業推進会議及び各畜

種別生産振興委員会の開催、審査員等の有資格者の育成を図るために技術向上講習

会等への派遣､ブロック会議等の参加、技術員養成に係る研修会等を開催しまし

た。 

事業推進会議の開催：1 回 出席者数 20 名（6/10） 

生産振興委員会の開催：4 回（和牛 1 回 17 名（1/17） 乳牛 1 回 17 名

（2/12） 種豚 1 回（3/5 書面） 山羊 1 回 7 名（7/26）） 

技術向上講習会等への派遣等：2 回 6 名 

ﾌﾞﾛｯｸ会議等への参加：4 回 7 名 

研修会の開催：2 回（乳牛 出席者数：18 名（12/20） 和牛 出席者数：12 名

（2/12） 

 

６０ 生産振興対策事業（乳牛等改良促進）・（２）群馬県畜産共進会（乳牛の

部）〔補助事業：群馬県〕 

群馬県が実施する生産振興対策事業（乳牛等改良促進）において、生産者の日々

の改良成果を競い選抜し展示しその成果を称えることで、今後の改良の促進を図る

「第２８回群馬県畜産共進会（乳牛の部）」を開催しました。 

第 28 回群馬県家畜共進会（乳牛の部）の開催 1 回（10/25） 

出品頭数：50 頭 未経産 22 頭（参考出品含） 経産 28 頭 

【名誉賞】 

未経産 

 出品番号 105 ｱｶﾞﾁﾕ- ﾌﾟﾗｲﾄﾞ S ｼﾖｳﾀｲﾑ ｵﾑﾚﾂﾄ 

 飼養者 吾妻郡中之条町 群馬県立吾妻中央高校 様 

経 産 

 出品番号 606 ｼﾞﾔｸﾞﾛﾌﾞﾘﾂｼﾞ ﾗﾑﾀﾞﾏﾝ ｻﾗ ET 

 飼養者 高崎市吉井町 齋藤 将聡 様 

 出品番号 1103 ﾅｶｺ- L ｴﾝﾄﾞ 

 飼養者 高崎市吉井町 齋藤 将聡 様 

 

６１ 生産振興対策事業（乳牛等改良促進）・（３）群馬県畜産共進会（繁殖和牛

の部）〔補助事業：群馬県〕 

群馬県が実施する生産振興対策事業（乳牛等改良促進）において、生産者の日々

の改良成果を競い選抜し展示し、その成果を称えることで、今後の改良の促進を図

る「第２８回群馬県畜産共進会（繁殖和牛の部）」を開催しました。 

第 28 回群馬県家畜共進会（繁殖和牛の部）の開催 1 回（10/23） 

出品頭数：44 頭 3 組（頭数 49 頭） 

【名誉賞】 

出品番号 101 どりぃまぁ 618 

飼養者 みどり市 株式会社ｸﾞﾘｰﾝ・D・ﾌｧｰﾑ 様 
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６２ 生産振興対策事業（乳牛等改良促進）・（５）群馬県畜産共進会（山羊の

部）〔補助事業：群馬県〕 

群馬県が実施する生産振興対策事業（乳牛等改良促進）において、「第 28 回群

馬県畜産共進会（山羊の部）」を開催し、生産者の日々の改良成果を競い選抜し展

示し、その成果を称えることで、改良の促進を図りました。 

第 28 回群馬県家畜共進会（山羊の部）の開催 1 回（令和 6 年 8 月 23 日実施） 

出品頭数：23 頭 

群馬県知事賞 

出品番号 21 玉菜 24－2 

 飼養者 吾妻郡嬬恋村 宮崎 太良 様 

公益社団法人畜産技術協会長賞 

出品番号 14 ちょうじゃくぼ 6-3 

 飼養者 利根郡昭和村 佐藤 清司 様 

 

６３ 生産振興対策事業（全国和牛能力共進会出品対策）〔補助事業：群馬県〕 

群馬県が実施する生産振興対策事業（全国和牛能力共進会出品対策）において、

第１３回全国和牛能力共進会（北海道大会）に係る研修会の開催、出品に対する指

導等を行う出品対策を実施するとともに、出品対策協議会や出品対策運営委員会、

出品対策部会及び部会構成班（種牛班・肉牛班）等の各種会議の開催支援等につい

て包括的に実施しました。 

研修会・講習会の開催：1 回 出席者数：37 名（2/28） 

出品対策協議会の開催：1 回 出席者数：16 名（10/16） 

出品対策部会の開催：1 回 出席者数：22 名（9/30） 

種牛班会議：1 回 出席者数：24 名（7/17） 

肉牛班会議：1 回 出席者数：20 名（7/17） 

巡回調査：1 回 延べ 8 改良組合（4/17） 

 

６４ 和牛全共出品対策事業〔特別事業：その他〕 

全国和牛登録協会が開催する第１３回全国和牛能力共進会（北海道大会）の出品

に向け、運営委員会の開催や関係機関との打合せ会議のほか、出品希望者の取り纏

め、出品希望農家への巡回指導等を実施しました。 

運営委員会の開催：5 回（6/20 8/28 11/7 1/9 3/5） 

全共打ち合わせ会議：2 回（5/27 7/3） 

出品希望者の取り纏め：22 名（8 和牛改良組合） 

出品希望農家への巡回指導：4 回（4/17 4/19 4/23 4/30 出品希望者 20 か所) 

 

６５ 育種価評価活用促進事業〔特別事業：その他〕 

黒毛和種繁殖雌牛の育種価の評価・解析・公表や、育種価評価の活用を促進する

研修会を開催し、黒毛和種の遺伝的資源の維持向上を推進し、県内黒毛和種の繁殖

基盤強化を図りました。 

枝肉成績等（産肉ﾃﾞｰﾀ、販売ﾃﾞｰﾀ、血統情報）の収集・取り纏め及び分析 

育種価ﾃﾞｰﾀ数：129,031 件 

評価頭数：5,646 頭（繁殖雌牛及び種雄牛） 

育種価評価を活用推進するための研修会の開催：1 回 出席者数 147 名（3/7） 
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推進するための打合せ会議：1 回（1/10） 

 

６６ 家畜共進会運営強化推進事業〔特別事業：その他〕 

家畜共進会の円滑な運営と家畜改良の推進を図るため、県内の各地域家畜共進

会・実行委員会等が行う家畜共進会関連事業に対して、実施に必要な費用の一部に

ついて助成金を交付しました。 

対象共進会：7 件 

出品頭数：198 頭（うち乳牛 102 頭、和牛 96 頭） 

助成金交付額：384 千円 

 

６７ 肉用牛産肉能力平準化促進事業〔受託事業：その他団体〕 

家畜改良事業団が実施する 肉用牛産肉能力平準化促進事業において、家畜改良

事業団が所有する種雄牛と県内で飼養される雌牛から計画的に候補種雄牛を生産・

取得する事業の一部を受託し、候補種雄牛と県内で飼養される雌牛とで行われる調

整交配の手配、及び検定用調査牛の取りまとめを実施しました。 

事業推進会議の開催：2 回（（8/14：書面開催）・2/17） 

交配計画頭数 58 頭（63 頭中） 

・前期調整交配実績 29 頭（31 頭中） 

・後期調整交配実績 29 頭（32 頭中） 

生産子牛頭数 39 頭  

・令和 5 年度前期 生産実績頭数：13 頭 

・令和 5 年度後期 生産実績頭数：26 頭 

 

６８ 肉豚生産活用支援事業〔自主事業：自己資金〕 

肉豚の生産振興及び活用を図るため、県内養豚生産者を対象とした肉豚の生産活

用に関する講習会を開催しました。 

また、地域の生産者部会等へ出席し情報提供等を行いました。 

地域養豚生産者部会等の研修会への出席：1 回（2/7） 

養豚基礎セミナー開催：1 回（11/27 出席者数 53 名） 

 

６９ 家畜共進会褒賞交付事業〔自主事業：自己資金〕 

畜産業の振興と家畜改良の促進を図るため、地区及び地域で実施する畜産共進会

の上位出品畜に対し褒賞を授与するとともに、本会が実施する群馬県畜産共進会

（乳牛の部、繁殖和牛の部）について農林水産祭に参加しました。 

地区等で開催する畜産共進会の上位出品畜に対する褒賞授与回数：8 回（賞状：3

点 賞品：21 点） 

農林水産大臣賞：2 点（乳牛 1 点 繁殖和牛 1 点） 

 

７０ 乳用牛ＳＮＰ検査推進事業〔特別事業：その他〕 

乳用牛の体型調査及び牛群審査において、ＳＮＰ検査によるゲノミック評価の活

用を推進するため、高得点を得た初産牛産子の生産性向上を図ろうとする経営体に

対し、ＳＮＰ検査に必要な経費を補助しました。 

補助対象頭数：16 頭（7 農家） 
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補助金交付額：172 千円 

 

７１ 生産基盤拡大加速化事業（畜産クラスター事業生産基盤拡大加速化事業）

〔自主事業：自己資金〕 

全国肉用牛振興基金協会が実施した令和３年度の畜産・酪農収益力強化整備等特

別対策事業（生産基盤拡大加速化事業(肉用牛)）において、取組主体(クラスター

協議会)の構成員が設定した成果目標に対する成果実績の報告に基づき、取組主体

(クラスター協議会)が自らの設定した成果目標に対する成果実績のとりまとめに対

し、適正な執行に係る確認事務を実施しました。 

成果目標に対する成果実績のとりまとめ：1 回 

対象：令和 3 年度に事業参加した取組主体の構成員 

※7 協議会（増頭奨励金の交付を受けた構成員） 

 

７２ 優良繁殖雌牛更新加速化事業（畜産クラスター事業_畜産・酪農収益力強化

整備等特別対策事業）〔受託事業：その他団体〕 

全国肉用牛振興基金協会が実施する 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業

（優良繁殖雌牛更新加速化事業）において、高齢の繁殖雌牛から、増体や肉質に優

れた若い繁殖雌牛への牛群の転換を支援する事業の一部を受託し、畜産クラスター

計画に基づき繁殖雌牛を更新した取組主体の構成員に対し、適正な執行に係る取り

纏め、確認事務、及び奨励金を交付する事務を実施しました。 

事業説明会の開催：1 回 出席者数：28 名（4/10） 

参加畜産クラスター協議会：10 協議会 

奨励金交付対象戸数：87 戸  

奨励金交付対象頭数：251 頭 

奨励金交付額：25,900 千円（受託元からの交付） 

（内訳） 

①優良な繁殖雌牛:235 頭×10 万円/頭 

②別表 3 に定める種雄牛を父牛としない繁殖雌牛:16 頭×15 万円/頭 

 

７３ 生産振興対策事業（乳牛等改良促進）・（７）全日本ホルスタイン共進会

〔補助事業：群馬県〕 

群馬県が実施する生産振興対策事業（乳牛等改良促進）において、令和７年１０

月２５日に北海道にて開催される第１６回全日本ホルスタイン共進会の円滑な出品

を図るため、関係者の会議や研修会開催等の各種出品対策支援を包括的に実施しま

した。 

出品対策委員会の開催：1 回 出席者数 24 名（8/26） 

出品対策部会の開催：1 回 出席者数 30 名（9/18） 

出品対策に係る研修会の開催：1 回 参加人数：30 名（3/12） 

 

 

７４ 全国和牛能力共進会出品特別対策事業〔補助事業：群馬県〕 

群馬県が実施する全国和牛能力共進会出品特別対策事業において、第１３回全国

和牛能力共進会の出品対策を強化し、本県産黒毛和牛のブランド力強化と産地活性

化を図るため、実施に係る推進指導、及び出品候補牛の受精卵の作出、管理、移植
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を行うのに必要な経費の一部について補助を実施しました。 

事業説明会の開催：1 回 出席者数 17 名（7/8） 

出品候補牛作出に係る採卵回数：13 回 

作出調整及び管理した受精卵数：113 個 

出品候補牛作出のための受精卵の移植頭数：285 頭 

支払補助金：2,119 千円 

 

７５ 酪農振興推進事業〔自主事業：自己資金〕 

酪農振興を図るため、県内の酪農生産者を対象とした乳用牛改良や飼養管理技術

に関する研修会を開催するとともに、県内の乳用牛改良の取り組みや成果につい

て、本会ホームページ、畜産専門誌により情報を提供し、酪農後継者の育成を支援

しました。 

乳用牛改良や飼養管理技術に関する研修会の開催：1 回 出席者数 30 者（3/12） 

乳用牛改良の取り組みや成果の情報提供：2 回（本会 HP への掲載、畜産専門誌へ

の掲載） 
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【畜産収益事業１】畜産に関する収益事業 

 

（１）家畜登録団体からの業務委託に関する事業 

 

７６ 家畜登録事業（乳牛・ﾎﾙｽﾀｲﾝ）〔家畜登録：畜産登録団体〕 

登録等の申し込みのあった家畜（ホルスタイン種）の個体の確認、体型・特徴の

記録、遺伝子検査のための試料採取、血統の確認、登録料の代行収受、登録手続

き、登録証や各種証明書の発行をおこなうとともに、登録委員の委嘱手続きや登録

事務取扱者研修や担当者会議に参加しました。 

また、農林大学校の学生等を対象とした家畜改良手法の講義や、人工授精師養成

講習などを実施しました。 

登録(個体)：ﾎﾙｽﾀｲﾝ種 3,652 頭 

その他の証明書等(延べ)：ﾎﾙｽﾀｲﾝ種 1,462 件 

県立農林大学校での講義：3 回（6/13 6/20 6/27） 

人工授精師養成講習会での講義：1 回（7/18） 

団体登録事務取扱者研修会及び会議等への参加：2 回（10/3 2/3） 

 

７７ 家畜登録事業（乳牛・ｼﾞｬｰｼﾞｰ）〔家畜登録：畜産登録団体〕 

登録申込みのあった乳牛（ジャージー種）の個体の確認、体型・特徴の記録、遺

伝子検査のための血統の確認、登録手続、登録料の代行収受、登録証の送付等の事

務を実施しました。 

登録 （個体）：ｼﾞｬｰｼﾞｰ種 46 頭 

その他の証明書等（延べ）：ｼﾞｬｰｼﾞｰ種 7 件 

 

７８ 家畜登録事業（和牛）〔家畜登録：畜産登録団体〕 

登録申込みのあった家畜（黒毛和種）の個体の確認、体型・特徴の記録、検査の

ための試料採取、血統の確認、登録手続、登録料の代行収受、登録証や各種証明書

の発行をおこなうとともに、登記審査委員等の委嘱手続きや地方審査員認定講習会

等に参加しました。 

また、農林大学校の学生等を対象とした家畜改良手法の講義や、人工授精師養成

講習などを実施しました。 

登記・登録（個体）：和牛 7,646 件 

その他の証明等（会費除く）：和牛 2,784 件 

県立農林大学校での講義：3 回（5/9 5/30 6/6） 

人工授精師養成講習会での講義：1 回（7/18） 

 

７９ 家畜登録事業（和牛・家畜改良事業団）〔家畜登録：畜産登録団体〕 

登録等の申し込みのあった家畜（和牛）のＤＮＡ検査のための試料採取、血統の

確認、検査料の代行収受、登録証や各種証明書の発行、送付等を実施しました。 

ｹﾞﾉﾐｯｸ検査、親子判定(事業団)：2,227 件 

＜内訳＞ 

ｹﾞﾉﾐｯｸ検査（和牛）：2,007 件 

親子判定（和牛及び交雑種）：218 件 
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再交付（和牛及び交雑種）：2 件 

 

８０ 家畜登録事業（種豚）〔家畜登録：畜産登録団体〕 

登録等の申し込みのあった家畜（種豚）の個体の確認、体型・特徴の記録、血統

の確認、登録料の代行収受、登録手続き、登録証や各種証明書の発行、送付、登録

委員の委嘱等を実施しました。 

登記・登録（個体）：種豚 70 頭 

その他の証明書等（延べ）：284 件 

登録委員の委嘱等：1 名 

 

８１ 家畜登録事業（山羊・緬羊）〔家畜登録：畜産登録団体〕 

登録等の申し込みのあった家畜（山羊（日本ザーネン種）の個体の確認、体型・

特徴の記録、血統の確認、登録料の代行収受、登録手続き、登録証や各種証明書の

発行、送付等を実施しました。 

登録（個体）：日本ｻﾞｰﾈﾝ種 39 頭 

その他の証明書等（延べ）：日本ｻﾞｰﾈﾝ種  8 件 
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【その他の事業１】畜産の振興を図る事業 

 

（１）畜産団体からの事務受託に関する事業 

 

８２ 群馬県乳牛改良協会事業〔事務受託：事務委託先〕 

乳牛生産者等で構成される団体との事務受委託契約に基づき、団体の事務の一部

を受託し、受託団体の会計事務等を実施しました。 

当該年度における会計事務及び団体の連絡調整業務 一式 

【主な業務内容】 

１ 改良協会 

会員及び会員管理：86 名 

総会：1 回（8/5） 

役員会：2 回（7/9 12/5） 

監査会：1 回（7/5） 

ﾌﾞﾗｯｸ＆ﾎﾜｲﾄｼｮｳの開催：1 回（3/22） 

打合せ会議等：2 回（11/22 3/25） 

２ ｾﾝﾄﾗﾙｼﾞｬﾊﾟﾝ等 

2024 ｾﾝﾄﾗﾙｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾎﾙｽﾀｲﾝｼｮｳへの出品：1 回（4/25） 

2024 ｾﾝﾄﾗﾙｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾎﾙｽﾀｲﾝｼｮｳ会長・事務局会議への参加：1 回（4/19） 

出品者打合せ会議：1 回（3/25） 

ｾﾝﾄﾗﾙｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾎﾙｽﾀｲﾝ改良協議会総会出席：1 回（7/10） 

県農政部長への成績報告及び表敬訪問：1 回（7/1） 

凍結精液利用促進委員会への出席：2 回（10/3 3/4） 

 

８３ 群馬県和牛改良組合連絡協議会事業〔事務受託：事務委託先〕 

和牛生産者等で構成される団体との事務受委託契約に基づき、団体の事務の一部

を受託し、受託団体の会計事務等を実施しました。 

委託契約による会計事務及び団体の連絡調整業務 一式 

【主な業務内容】 

会員及び会員管理：9 和牛改良組合 

役員会：1 回（6/12） 

監査会：1 回（6/12） 

通常総会：1 回（6/28） 

研修会：1 回（8/2） 

業務推進会議：1 回（12/16） 

 

８４ 群馬県養豚協会事業〔事務受託：事務委託先〕 

養豚生産者等で構成される団体との事務受委託契約に基づき、団体の事務の一部

を受託し、受託団体の運営及び会計事務等を実施しました。 

事務委託契約による会計事務及び団体の連絡調整業務等 一式 

【主な業務内容】 

会員及び会員管理：100 名 賛助会員 25 団体 

通常総会：1 回 

監査会：1 回 
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役員会及び事務局会議：2 回 

正副会長・部会正副部長等の会議：5 回 

養豚基礎セミナー：2 回 

 

８５ 群馬県養鶏協会事業〔事務受託：事務委託先〕 

採卵鶏等生産者等で構成される団体との事務受委託契約に基づき、団体の事務の

一部を受託し、受託団体の運営及び会計事務等を実施しました。 

事務委託契約による会計事務及び団体の連絡調整業務等 一式 

【主な業務】 

1 協会 

会員及び会員管理：28 者等 

役員会議の開催：2 回 

通常総会の開催：1 回（供養祭・講演会） 

たまごﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ及びﾌｪｽﾀの開催：1 回 

たまごﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ及びﾌｪｽﾀ実行委員会等会議の開催：2 回 

たまごﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ及びﾌｪｽﾀ取材対応：1 回（JA みどりの風） 

たまごﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ及びﾌｪｽﾀ実績打合せ会議：1 回 

打合せ会議：3 回 

2 日本養鶏協会関東甲信越地域協議会事務局 

総会：1 回 

役員会議：1 回 

監査会：1 回 

養鶏研究大会：1 回 

打合せ会議：1 回 

 

８６ 群馬県種鶏ふ卵協会事業〔事務受託：事務委託先〕 

種鶏生産者等で構成される団体との事務受委託契約に基づき、団体の事務の一部

を受託し、受託団体の運営及び会計事務等を実施しました。 

事務委託契約による会計事務及び団体の連絡調整業務等 一式 

【主な業務】 

会員及び会員管理：3 名 

通常総会：1 回 

種鶏研修会：1 回 

鶏種別能力試験選定会議：1 回 

鶏種別能力試験中間検討会：1 回 

 

８７ 群馬県養蜂協会事業〔事務受託：事務委託先〕 

養蜂生産者等で構成される団体との事務受委託契約に基づき、団体の事務の一部

を受託し、受託団体の会計事務等を実施しました。 

事務委託契約による会計事務及び団体の連絡調整業務等 一式 

【主な業務】 

会員及び会員管理：10 支部 149 名 うち日報協会員：95 名 

役員会議：4 回 

通常総会：1 回（蜂蜜共励会表彰式・講演会） 
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蜜蜂慰霊祭：1 回 

蜂蜜品質向上共励会：1 回 

日蜂協販売斡旋物資事業取次・資材代金集金業務等：通年（R06 年取次額 

18,290 千円） 

 

８８ 群馬県家畜人工授精師協会事業〔事務受託：事務委託先〕 

家畜人工授精師等で構成される団体との事務受委託契約に基づき、団体の事務の

一部を受託し、受託団体の会計事務等を実施しました。 

事務委託契約による会計事務及び団体の連絡調整業務 一式 

【主な業務内容】 

会員及び会員管理：93 名 全人協会員 87 名 

総会開催：1 回（6/26） 

役員会開催：2 回（5/30 1/14） 

監査会開催：1 回（5/30） 

研修会開催：1 回（11/27） 

業務推進会議等開催：2 回（4/23 9/25） 

受胎率調査事業の実施：調査報告 1 回 調査者 3 支部 4 名 

交配調査事業の実施：調査報告 4 回 調査者 5 支部 21 名 

動静調査報告：1 回 

 

８９ 群馬県畜産技術連盟事業〔事務受託：事務委託先〕 

畜産技術者等で構成される団体との事務受委託契約に基づき、団体の事務の一部

を受託し、受託団体の会計事務等を実施しました。 

事務委託契約による会計事務及び団体の連絡調整業務等 一式 

【主な業務】 

会員及び会員管理：56 名 

畜産技術 月刊誌会報の配送：12 回/年 56 名 

役員会議（監査会）：2 回 

総会（通常・臨時）：2 回 

畜産技術協会が発行する全国畜産関係者名簿作成への協力 

 

 

（２）その他の事業 

 

なし 
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【事業外】 

 

（１）馬事畜産振興推進事業（受託：馬事畜産振興協議会） 

 馬事畜産振興協議会が実施する馬事畜産振興事業において、その一部を受託し、

地方競馬の振興を図るためのキャンペーンの実施、畜産フェア、冠レースの開催、

家畜が係わる伝統行事の保存活動、地方競馬ミルクウィークへの協賛などを行いま

した。 

 

ア 会員（ご賛同・ご協力をいただいた団体 令和６年４月時点） 

群馬県農政部米麦畜産課 

全国農業協同組合連合会群馬県本部 

群馬県牛乳販売農業協同組合連合会 

株式会社群馬県食肉卸売市場 

群馬県家畜商商業協同組合 

榛名酪農業協同組合連合会 

あがつま農業協同組合 

東毛酪農業協同組合 

赤城酪農業協同組合連合会 

群馬中央酪農業協同組合 

公益財団法人神津牧場 

 

イ 実績 

○畜産フェアの開催 

令和６年１１月１９日（火） 

①来場者プレゼント 

 県産乳製品を先着５００名に配布 

②ＷＥＢキャンペーン 

「浦和競馬２０２４年度 浦和ランチタイムチャレンジキャンペーン第８弾」 

県産畜産物を９０名の当選者にプレゼント 

 

○冠レースの開催 

令和６年１１月１９日（火）浦和競馬場第１０レース群馬県畜産協会長賞特別 

副賞計：４点（優勝馬の騎手・馬主・調教師・厩務員へ授与） 

 

○家畜が係わる伝統行事保存推進事業の実施 

 甘楽町小幡地区「第 37 回城下町小幡さくら祭り「武者行列」 

 甘楽町産業課商工観光係 

 

○地方競馬ミルクウィーク２０２５への協賛 

令和７年３月１４日（金）大井競馬場 

 本県畜産加工品３００個を配布   
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４ 事業報告書の附属明細書について 

 令和６年度事業報告においては、一般社団法人、及び一般財団法人に関する法律

施行規則第３４条第３項に規定する、事業報告の内容を補足する重要な事項はない

ため事業報告の附属明細書はありません。 
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